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1. 一般情報

本説明書を熟読の上、製品を使用してください。

注意：

・本書に書いてある指示を守らずに損害が発生した場合、保証の対象となりません。

・危険と損害を避けるため“安全上の注意”は必ず従ってください。

・給水と電気の供給の不備（断水、停電）による本製品の故障については保証の対象となりま

せん。

1.1 目的/機能

本太陽熱温水システムは真空ガラス管式の集熱器であり、密閉循環ソーラーシステムの専

用集熱器です。

また、熱媒は純水又はソーラーシステム用の不凍液を使用してください。その他の液体を使

用し損害が発生した場合は保証の対象とはなりません。

以下に示された有効集熱面積あたりの流量値に応じて、ポンプ容量を選定し、流量計でソー

ラーシステムの流速を調整して使用してください。

《 ソーラーシステム 》

推奨流量：有効集熱面積1㎡あたり 0.5～1.2Ｌ/min

例）4台のシステムの場合

《下限》

0.5（Ｌ/min） x 2.33（㎡） x 3（台）≒3.5(L/min)
《上限》

1.2（Ｌ/min） x 2.33（㎡） x 4（台）≒11.2(L/min)

TZ1825 1台の有効集熱面積 2.33㎡
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TZ1825TZ1820TZ1818単位型式

252018ガラス管本数

2.22ｘ2.02ｘ0.191.63ｘ2.02ｘ0.191.48ｘ2.02ｘ0.19(m)

集熱器寸法

WxHxD

3.943.182.88(㎡)総面積

2.331.871.68(㎡)集熱面積

1.91.81.4(L)集熱器容量

93.072.665.3(kg)重量

0.6(MPa)最大許容圧力

200.3(℃)最大停滞温度

Φ22.0㎜ （銅管）(mm)接続管径

6(mm)センサー管内径

Al/Cu/glass/silicone/PBT/EPDM/TE集熱器材質

ホウケイ酸ガラスガラス管材質

アルミニウム伝熱プレート材質

58/47/1.6/1800(mm)ガラス管

(外径/内径/厚/長)

アルミニウムフレーム

水、不凍液熱媒体

2. 技術仕様

2.1 集熱器データ

本製品は以下の部品で構成されております。

- 魔法瓶の原理に従った真空ガラス管

- 銅管の間接加熱による熱伝導ユニット

備考：

本製品はISO9001に基づき生産されています。

そして、全ての構成部品は水圧検査を実施して

います。

W
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2.2 集熱器の配列と接続方法

注意：

センサーは常に集熱器の出口側（高温側）に取付けなければなりません。

また、温度センサーの差し込み穴は、正面（集熱面）から向かって右側にあります。

設置に関する注意事項：

- 南向きに設置してください。

- 一年中、建物や木の陰にならない場所に設置してください。

- これは雨による自己洗浄やヒートパイプの正常な集熱動作を実現するため傾斜角は

15°以上としてください。

1台の集熱器の接続例

2台以上の集熱器の接続例（直列）

2台以上の集熱器の接続例（直列）

温度センサ

温度センサ

温度センサ
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縦横連結の接続例（並列）

1つの集熱器ユニット

縦横連結の接続例（並列）

２つの集熱器ユニット

注記：

全ての列にバルブを設置しなければなりません。これは、それぞれの列で注液と昇圧の作

業をするのに必要となります。

温度センサ

温度センサ
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2.3 集熱器の圧力損失

集熱器１枚の圧力損失を以下の図に示します。

傾斜角は最低15°としてください

。
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3.
集

熱
器

の
組

立
方

法

※真空二重ガラス管の先端（突起部）を

ぶつけると破損の可能性がありますのでご注意ください。
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4. 太陽保護シート

注意：

集熱器組立後、試運転までの期間が空く

場合は太陽保護シートで覆ってください。

強い日光により、設置工事の間に、温度

が上昇しない役割を果たします。これは、

熱媒の温度が上昇し、蒸気なって損害を

起こすことを防ぎます。

5. メンテナンス

－集熱器表面の清掃（半年に１回程度）

水で洗い流した後、布で汚れを拭き取ってください。

特に汚れのひどいときには、中性洗剤をお使いください。

※みがき粉・シンナー・ベンジン・油脂系の洗剤などは使用しないでください。

－配管や継手から水漏れがないか点検してください。

－集熱器固定金具がしっかりと固定されているか点検してください。

－熱媒に不凍液を使用する場合には、３年を目安に新品に交換してください。

－熱媒（純水もしくは不凍液）を抜き取る際には、集熱器の集熱部（ガラス管部）に遮光

シートで覆い、空炊きしないようにしてください。集熱器内に残っている熱媒が気化する

ため圧力が上昇し、また集熱器が高温となるため、機器の損傷を招く恐れがあります。

また注水はできるだけ早く行い、集熱器に熱媒の入っていない時間は最小限に留めて

ください。
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